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安慧釈における 『唯識三十頌』

最後の五頌 と五道の対応

孫 儷 茗

1は じめに 世親 『唯識三十頒』(以下 『三十頒』)最後の五頒は修行の過程 と

果を示すものとされ,護 法等造 『成唯識論』は26～30頒 を資糧位～究寛位に当

て―・頒一位説を取るが,梵 本 と蔵訳本に段階の表現はない.安 慧 『三十頒釈』に

おいては29・30頒 について 「見道か ら果の成就に至 る過程である」 と述べるのみ

である.近 代の研究では宇井伯寿氏1)は安慧が段階説を取るか否かには言及せず,

山口益氏等2)は 安慧釈が26・27頒 を資糧道,28頒 を加行道29・30頒 を後半三

道(見 道～究寛道)に 当てた とする.そ もそも 『成唯識論』以前の修行段階説は五

段階説(r阿 毘達磨集論』),四段階説(r摂 大乗論』)等多様であり,ま た長尾雅人氏
3)は 「勝解行地」を加行道を同一 とするが

,本 稿 は資糧道も勝解行地に含まれる

と考える.本 稿 は 『瑜伽師地論』から四 ・五段階説の成立を概観 し,後 に 『三十

頒』最後の五頒 と修行段階との対応 を検討する.

II『 瑜伽師地論』の勝解行地と 「五道説」の成立 『瑜伽師地論』の諸修行段

階説中,道 諦(資 糧道 ・方便道 ・清浄道 見道 ・修道 ・究寛道一)4)と 地義(資 糧

地 ・加行地 ・見地・修地 ・究寛地)5)は 五段階である.特 に道諦の第二段階 「方便道」

(道諦釈によれぼ媛 ・頂 ・忍 ・世第一法)6)は 『倶舎論』に 「世第一・法等の諸加行道」7)

とあるように 「加行道」 とも呼ぼれた.こ れ らが 『阿毘達磨集論』等の五道説の

原形であろう.一 ・方,『摂大乗論』に代表 される四段階説(勝 解行地 ・見道 ・修道 ・

究寛道)8)に 関 しては,そ の第一段階 「勝解行地」が 『瑜伽師地論』の十三住9)と

七地lo)の系統に現われる.『瑜伽師地論』(「本地分・菩薩地」)は これを 「初発心よ

り,未 だ 清 浄 増 上 意 楽(adhyasaya)を 得 な い[間 の]全 て の 菩 薩 行 」'1)と述 べ,五

道で言えぼ資糧道 と加行道の二段階に相当する.四 段階説 は勝解行地(五 段階説

の前二段階)と 後半三段階とによって構成されると言えよう.本 稿 は 「五道」が

最 も一般的修行段階名称であった と考える.

皿 『三十頒釈』と 「五道」との対応 本稿は安慧釈 『三十頒』の各頒冒頭に置

かれて彼の見解を反映する設問,こ れを手がか りにして安慧の段階説観をさぐり,
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「五 道 」 との対 応 を分 析 す る.

【26頌設問】 も し,こ の一切[の もの]が 表象 のみであ る とすれ ば,な ぜ 眼 ・耳 ・鼻 ・舌 ・

身 によって,色 ・声 ・香 ・味 ・触[等 の外境]を 認識す るのか.12)

【26頌】識が表象 のみである ことの中に住 しない限 り,二 取の随眠 は止息 しない.13)

安慧 は 「眼 な どによって色等 を認識す る と,こ のよ うに考 え る」14)唯識観の初心者 の立場

で設問す る.こ の初心者 の阿頼耶識 中には二取 の種子 が植 え付け られてい る.従 って この

段階 はまだ順決択分 に入 らず,所 取 を断 じない資糧道 であ る.

【27頌設問】[瑜伽行者 が]外 境を離れて心 のみ である と認識 す る(upalambha)の で,[心

は]心 の法性 に住 して いる[と 言 える]の か.15)

【27頌】 この(一 切 のもの)は 表象 のみである とい うが,認 識 があ るか ら,何 らか のもの

を現前 に置 くので あるか ら,[心 は]そ れ(表 象 のみであ ること)の み に住 しない.16)

設問が暗示す るように,安 慧 はこの段階 をす でに所取 を離 れた段 階,順 決択分中の忍位 と

見なす.安 慧 の解説 によれ ば,瑜 伽行者 は 「外境 は存在 しない とい うよ うに認識 し」17)「清

浄 な表象 のみで あるこ とに住 した と考 える」18)が,そ れ は 「高慢 な人」の誤 りであって,

その瑜伽行者 は認識 し把握 して現前 に置 くか ら,ま だ認識 す ることに対す る執着 を断 じな

い.そ の 「執着 を除 くために」頌 は 「まだ心の法性 に住 しない」 と言 うので ある.安 慧 は

本頌 を能取 の執着 を断 じない段階 と解釈 してお り,こ れは即ち加 行道で ある.

【28頌設問】 いつ識(能 取)に 対 する執着 を断 じ,心 の法性 に住す るのか.19)

【28頌】 も し,識(能 取)が 認識対象 を認識 しない時,[心 は]表 象 のみであ ることに住

す る.所 取が ない時,そ れ(所 取)を 認識 する もの もないか らで ある.20)

安慧設問 は28頌 を 「能取の執着 を断ず る」段 階 と見 る.ま たこの段 階で対象 を如実 に見

るか ら能取 に対す る執着 を断 じ,自 らの心 の法性 に住 す ると述 べ る.能 取 の無 は見道 に入

るこ とで あ り,従 って28頌 は見道 に当たる.

【29・30頌 設 問】以上[28頌 で説明 した]よ うに,心 が表象 のみで ある ことに住す る と

き,[心 は]ど のよ うに示 されるのか.21)

【29.30頌】 これ(心)は 無心 であ り,無 所得 である.そ れ(心)は また,出 世間の智で あ

る.二 種 の麓重 を断ず るこ とによって所依 の転換 があ る.(29)

これ(心)こ そが無漏 で あ り,界 であ り,不 思議で あ り,善 で あ り,恒 常で あ る.こ れ

(心)は 楽 であ り,解 脱身で あ り,こ れ(心)は 大 牟尼の法 と言われ るもので ある.22)(30)

設 問 に明 らか な よ うに,安 慧 は28頌 の見 道'初 地 入 心 の刹 那 に始 ま る 「心 」

は どの よ うな も のか と問 い,29頌 前 半 「無 心 ・無 所 得 ・出 世 間 智 」 を そ の答 え と

して 見 道 に 当て た.調 伏 天 の注 釈 も こ こを見 道 の分 位 とす る.『 成 唯 識 論 』 は この

部 分 を修 道 位 とす るが,本 稿 は両 者 の相 違 を 「初 地 入 心 ・住 心 ・出 心 」 の 角 度 か

ら考 え た い.『 瑜 伽 師地 論 』 に言 う如 く 「見 道 は瞬 間 的 に智 が 生 ず る」23)に対 して
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「修道は長時間持続する」24).また 「無心 ・無所得 ・出世間智」は見道(初 地入心)

から修道(初 地住心 ・出心～十地)果 の成就(究 寛道)に 至 るまで持続される.『成

唯識論』の見解は住心 ・出心の観点 とも言えるのである.

安慧は29頌 後半と30頌 を 「上へ上へと進み,果 の成就に至る過程」 とする以

外に段階を示さない.29頌 の転依の部分は調伏天注釈がこれを修道 とする.第30

頌の 「無漏 ・界 ・不思議 ・善 ・常」 は常住相,不 可思議相のような仏の法身の相

である.安 慧は彼の 『荘厳経論』 「教授教誠品」25)注釈に 『摂大乗論』を引用 した

際にも,第 五不可思議相を用いて法身を表現 してお り,30頌 を究寛道の心の状態

と見ていたことは明 らかである.

IV結 語 五道説 は 『瑜伽師地論』においてその原形が成立 し,広 く用いられ

た代表的修行段階説である.安 慧 も 『三十頌釈』最後の五頌について,29頌 前半

以外は一頌を一道に対応させた.29頌 前半に関する安慧 と 『成唯識論』の見解の

相違は,安 慧が 「初地入心」の 観点からこれを見道の分位 としたことによるので

ある.
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